第1期策定作業の進め方（１８－９－２）

運営企画Ｇ

１ 第１期は自治基本条例に盛り込む項目、内容のあぶり出しが目的で毎回必ずしも一致した結論とならなくてもよい。したがって充分意見をだし合う時間をとることを大切にして毎回全体で時間をとることはやらない。各回の班別検討結果のまとめは班長会でおこなう。

中間のまとめ作業は２回目あたり（市民フォーラムとの関連）でおこない策定作業部会全体の場で報告、議論する。ただし検討の進捗状況を見ながら弾力的に考える

２ 策定作業部会後次回部会の間に班長会を開催し、前回作業を概括し発言記録をまとめあわせて次回検討の進め方の準備をする。概括内容や発言記録、次回資料などは次回部会前に配布する（関連：下記項目６）。

３ 各テーマで議論が大幅に不足した場合は策定作業部会として時間延長、または検討回数を増やすなど考慮する。班により時間外検討の必要希望があれば班単位で実施する。ただし、原則は全サブ項目が検討できるに越したことはないができたところまででも良しとする。

４ 検討を進めるなかで新たに議論すべきテーマが出てきたときは班長会で検討のうえ必要性が高ければ追加する（各回の検討時間不足は考えられるが新たなテーマについては想定できない）。

また重複して検討する項目もでてくるものとおもわれる。角度を変えたみかたでの議論ができればよいと考える。

５ 各回の班別検討は次のステップですすめる

― 班別検討に入る前に全員への共通イントロ：当該テーマの検討趣旨内容（前頁）を準備資料とあわせて簡略に説明してから班討議に入る

1 各テーマに関する現状、実態をしること。予め準備された関連資料や各人の学習研鑚でえられた基礎的知識をベースに、各人の有する経験、知識などをだしあい話し合うことで議論をやりやすくする。知識や経験の個人的持ち合わせの差はあっても多面的な意見がでればよしとする。

2 問題点や課題点が挙げられると思うがあわせてその原因、理由をみんなで議論する

3 最後にどうあるべきか、どうしたらよいか、自治基本条例に盛り込む内容、項目を検討する。ただし、場合によってはいきなりあるべき姿、ありたい事柄の議論に入ることもあるかもしれない。

６ 予め準備する資料は各テーマに関するすべてを網羅することは難しく、下記のようなものを準備することで検討内容をふかめ効率をたかめる。

①関連する主なる条例または条文（鎌倉市、その他）、法令または条文

②テーマを議論するに役立ちそうな鎌倉市の実態・状況を示すデータ

③テーマに関するキーワードのなかで説明できる資料。  Ex.参加、参画、協働の意味を整理したもの、各種組織図、委員会や審議会のリストなど

資料の収集、取得、作成にあたっては関係者の協力を求める。なお資料は可能な限り事前に配布する。

７ 班長会は上記一連の作業を行いながら策定作業部会活動のマネジメントに当たる。

（＊「策定作業部会の運営と班討議の進め方（９－２修正）」とセットでよむ）

